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序
章　

近
代
日
本
の
勧
農
政
策
と
植
民
地
朝
鮮

第
一
節　

本
書
の
ね
ら
い

　

植
民
地
統
治
下
の
朝
鮮
農
業
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
そ
こ
に
は
日
本
と
の
間
の
支
配
・
被
支
配
の
関
係
が
厳
然
と
横
た
わ
っ
て

い
る
。
だ
が
そ
の
前
に
、
農
業
と
は
何
か
に
つ
い
て
一
度
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

農
業
と
は
、
植
物
が
も
つ
生
命
の
サ
イ
ク
ル
を
人
間
が
手
助
け
す
る
こ
と
で
、
生
活
を
支
え
る
食
料
や
原
材
料
を
生
産
す
る
営
み

で
あ
る
。
そ
の
根
源
に
あ
る
の
は
、
人
間
の
力
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
植
物
自
身
の
光
合
成
で
あ
る
。
農
業
の
主
な
生
産
手
段
は
、

土
地
と
土
壌
で
あ
る
。
土
地
の
豊
か
さ
や
土
壌
の
よ
し
あ
し
が
生
産
を
左
右
す
る
た
め
、
古
く
か
ら
人
間
は
念
入
り
に
手
を
加
え
て

農
地
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
農
業
は
、
野
外
の
自
然
の
中
で
生
産
を
行
う
た
め
、
雨
、
風
、
気
温
な
ど
の
影
響
を

大
い
に
受
け
る
。
こ
の
よ
う
に
農
業
は
、
常
に
気
候
や
風
土
か
ら
決
定
的
な
制
約
を
受
け
る
産
業
で
あ
る
か
ら
、
効
率
性
を
求
め
る

市
場
経
済
と
は
本
質
的
に
な
じ
ま
な
い
。
そ
こ
で
国
家
は
、
農
産
物
の
生
産
・
供
給
や
価
格
な
ど
諸
問
題
に
対
す
る
対
応
・
緩
和
政

策
と
し
て
農
業
政
策
を
行
う
の
で
あ
る（（
（

。

　

さ
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
農
業
政
策
は
、
一
貫
し
て
農
業
生
産
力
の
向
上
と
食
料
自
給
の
確
保
を
政
策
理
念
と
し
た
。
な
か
で
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も
明
治
・
大
正
期
に
見
ら
れ
た
農
業
生
産
力
の
向
上
は
、
産
業
革
命
の
達
成
や
工
業
の
飛
躍
的
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
一
方
こ

の
時
期
は
、
日
本
が
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て
朝
鮮
・
台
湾
を
植
民
地
化
す
る
な
ど
、
拙
速
に
帝
国
主
義
の
道
へ
と
踏
み
出
し
た
時

期
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
日
本
が
植
民
地
支
配
を
行
っ
た
こ
れ
ら
の
地
域
で
も
、
果
た
し
て
農
業
生
産
力
の
向
上
は
起
こ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
る
た
め
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の
変
化
を
統
計
的
に
確
認
す
る
作
業
か

ら
本
書
を
は
じ
め
る
。

　

植
民
地
統
治
下
の
一
九
一
二
～
四
〇
年
に
お
け
る
朝
鮮
の
主
要
農
作
物
生
産
高
の
推
移
を
見
て
い
こ
う
。
表
1
と
図
1
、
図
2
は
、

朝
鮮
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
の
う
ち
、
米
・
麦
・
雑
穀
・
豆
・
い
も
・
野
菜
・
綿
花
（
工
芸
作
物
の
代
表
と
し
て
）
に
つ
い
て
、
一
九

一
二
年
の
生
産
高
を
一
〇
〇
と
し
た
指
数
で
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

表 1　朝鮮主要農作物の生産高指数

米 麦 雑穀 豆 いも 野菜 綿花
1912 100 100 100 100 100 100 100
1913 111 117 114 102 161 114 114
1914 130 108 102 103 196 127 114
1915 118 118 111 110 259 148 138
1916 128 116 121 117 297 155 138
1917 126 122 128 120 327 173 210
1918 141 136 138 138 378 179 225
1919 117 121  92  82 369 148 282
1920 137 132 159 132 449 194 332
1921 132 138 143 126 449 184 276
1922 138 126 125 119 441 175 343
1923 140 110 127 124 373 147 369
1924 122 130 120  94 356 159 399
1925 136 137 116 123 384 177 406
1926 141 129 115 118 383 183 469
1927 159 122 119 127 411 197 440
1928 124 118 123 101 395 165 494
1929 126 126 123 106 484 193 458
1930 177 133 129 119 506 177 488
1931 146 138 107 110 432 174 335
1932 150 143 125 117 618 184 446
1933 167 134 118 121 543 188 461
1934 154 143  88 104 445 193 449
1935 165 158 112 118 611 192 618
1936 179 135 119 101 697 174 397
1937 247 188 134 114 790 196 695
1938 222 151 118 104 754 207 609
1939 132 165 110  62 669 147 609
1940 198 157  99  89 741 196 541

（出典）�朝鮮総督府編纂『朝鮮総督府統計年報』昭和 7
年版（朝鮮総督府、1934年）98～105・108～109
頁、『同』昭和15年版（朝鮮総督府、1942年）44
～51頁より作成。

（備考）�米は水稲・陸稲、麦は大麦・小麦・裸麦・燕麦、
豆は大豆・小豆・緑豆・落花生など、雑穀は
粟・稗・黍・蜀黍・玉蜀黍、いもは甘藷・馬鈴
薯、野菜は大根・白菜、綿花は陸地棉・在来棉
のそれぞれ合計である。
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図 2　朝鮮主要農作物の生産高指数（ 2）
（出典）表 1と同じ。

図 1　朝鮮主要農作物の生産高指数（ 1）
（出典）表 1と同じ。
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朝
鮮
農
業
で
最
も
重
要
な
農
作
物
は
、
日
本
と
同
じ
く
米
（
米
穀
）
で
あ
っ
た
。
日
本
は
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
を
境
に
恒
常

的
な
米
穀
輸
入
国
に
転
じ
た
こ
と
か
ら
、
植
民
地
朝
鮮
で
の
米
の
増
産
と
移
出
は
、
農
政
の
主
要
課
題
で
あ
っ
た
。
農
作
物
で
あ
る

か
ら
、
当
然
そ
の
年
の
天
候
に
左
右
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
が
、
植
民
地
期
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
米
の
生
産
高
は
緩
や
か
な
上

昇
傾
向
を
見
せ
る
。
特
に
、
三
〇
年
代
以
降
の
上
昇
は
顕
著
で
あ
り
、
一
九
一
二
年
と
比
較
し
て
一
・
五
～
二
倍
程
度
の
水
準
に
達

し
て
い
る
。

　

米
以
外
の
農
作
物
で
は
ど
う
か
。
穀
物
で
は
、
麦
が
米
に
近
い
傾
向
を
示
し
、
三
〇
年
代
に
は
生
産
高
が
一
・
五
～
一
・
八
倍
に

な
っ
て
い
る
。
反
対
に
雑
穀
や
豆
の
生
産
高
は
あ
ま
り
伸
び
ず
、
三
〇
年
代
後
半
以
降
は
低
下
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
残
る
野
菜
は

二
倍
近
く
に
、
い
も
は
六
～
七
倍
に
、
綿
花
は
五
～
六
倍
に
生
産
高
が
上
昇
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
敢
え
て
朝
鮮
の
貿
易
状
況
や
朝
鮮
人
の
食
生
活
を
脇
に
置
く
と
す
れ
ば
、
朝
鮮
の
農
業
生
産
力
は
植
民
地
期
を
通
じ
て
着

実
に
向
上
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
植
民
地
朝
鮮
で
農
業
生
産
力
の
向
上
が
実
現
し
た
の
か
。
こ
れ
が
本
書

の
根
本
的
な
問
い
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
こ
の
問
い
を
解
く
鍵
と
し
て
、
勧
農
政
策
に
注
目
し
た
。
勧
農
政
策
と
は
、
経
験
的
知
識
を
主
と
す
る
在

地
・
在
来
農
法
に
代
わ
っ
て
、
科
学
的
実
験
・
分
析
を
主
と
す
る
近
代
農
学
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
生
産
力
の
向
上
を
目

指
す
諸
政
策
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
新
し
い
農
業
技
術
の
試
験
研
究
や
普
及
、
お
よ
び
そ
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
を

目
的
と
す
る
一
連
の
体
系
的
機
構
が
創
設
・
整
備
さ
れ
て
い
く
も
の
と
定
義
で
き
る
。
こ
の
体
系
的
機
構
と
は
、
具
体
的
に
い
え
ば
、

農
事
試
験
研
究
機
関
（
中
央
・
地
方
の
農
事
試
験
場
な
ど
）、
農
業
団
体
（
農
会
な
ど
）、
農
業
教
育
機
関
（
農
業
学
校
な
ど
）
の
主
に
三
つ

の
機
関
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

勧
農
政
策
は
、
最
初
に
宗
主
国
の
日
本
か
ら
は
じ
ま
り
、
時
間
を
置
い
て
植
民
地
の
朝
鮮
（
や
台
湾
）
へ
と
波
及
し
た
。
近
代
日

本
に
お
け
る
勧
農
政
策
は
、
お
お
む
ね
殖
産
興
業
政
策
か
ら
明
治
農
政
の
時
期
と
重
な
る
。
い
う
な
れ
ば
、
大
正
期
か
ら
現
在
ま
で
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続
く
近
代
農
学
を
技
術
的
基
盤
と
し
た
農
業
政
策
の
草
創
期
・
助
走
期
と
表
現
で
き
よ
う
。
明
治
期
の
勧
農
政
策
を
経
て
、
農
事
関

係
機
関
・
団
体
が
体
系
的
に
整
備
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
安
定
的
に
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
近
代
的
農
業
政
策
が
確
立
さ

れ
、
本
格
的
な
展
開
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
目
的
は
、
日
露
戦
争
後
日
本
の
保
護
国
と
な
り
（
一
九
〇
五
年
）、
そ
の
後
植
民
地
（
一
九
一
〇
～
四
五
年
）
と
な
っ
た
朝
鮮

に
お
い
て
、
こ
の
勧
農
政
策
が
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
に
移
植
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
植
民
地
独
自
の
形
成
と
展
開
を
見
せ
た
の
か
を
解

明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
、
朝
鮮
の
植
民
地
農
政
を
、
技
術
普
及
と
人
材
育
成
と
い
う
勧
農
政
策
の
視
点
か
ら

照
射
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
近
代
農
学
の
導
入
・
定
着
過
程
と
し
て
新
た
に
描
き
直
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

第
二
節　

勧
農
政
策
の
形
成

◆
大
久
保
利
通
の
勧
農
政
策

　

そ
れ
で
は
、
植
民
地
朝
鮮
の
勧
農
政
策
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
前
提
と
な
る
日
本
の
勧
農
政
策
の
形
成
と
展
開
に
つ

い
て
概
観
す
る
。

　

近
代
日
本
に
お
け
る
勧
農
政
策
（
農
業
奨
励
政
策
）
の
端
緒
は
、
明
治
初
期
に
当
た
る
一
八
六
九
～
七
三
年
（
明
治
二
～
六
）
の
時

期
に
さ
か
の
ぼ
る
。
明
治
維
新
を
経
て
誕
生
し
た
ば
か
り
の
新
政
府
は
、
欧
米
列
強
と
対
峙
す
る
た
め
に
国
力
の
増
進
を
目
指
し
、

当
時
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
農
業
の
振
興
に
力
を
入
れ
た
。

　

勧
農
政
策
の
担
当
機
関
は
、
民
部
省
と
大
蔵
省
で
あ
っ
た
。
ま
ず
最
初
に
実
施
さ
れ
た
の
が
、
政
府
と
東
京
府
に
よ
る
下
総
開
墾

で
あ
る
。
こ
れ
は
幕
末
維
新
期
の
混
乱
を
経
て
東
京
府
等
に
滞
留
し
て
い
た
窮
民
を
、
下
総
小
金
原
に
移
送
し
開
墾
に
従
事
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
、
開
墾
事
業
よ
り
も
む
し
ろ
治
安
維
持
策
の
性
格
を
帯
び
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
禄
制
改
革
の
進
行
と
士

族
の
窮
迫
化
に
と
も
な
っ
て
士
族
授
産
の
重
要
性
が
増
し
て
く
る
と
、
士
族
移
住
に
よ
る
東
北
地
方
の
荒
蕪
地
開
墾
事
業
が
登
場
す
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あ 

と 

が 

き

　

大
阪
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
が
、
熊
本
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
一
〇
年
余
り
が
過
ぎ
た
。
相
変
わ
ら
ず
熊
本
弁
が
移

る
こ
と
は
な
い
が
、
大
阪
弁
は
幾
分
マ
イ
ル
ド
に
な
っ
た
。
熊
本
の
長
く
て
暑
い
夏
と
短
く
て
寒
い
冬
に
は
い
ま
だ
に

慣
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
な
り
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

九
州
に
来
た
こ
と
で
私
の
研
究
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
本
書
を
ま
と
め
る
中
で
最
も
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
図
書
館
で
あ
る
。
中
央
図
書
館
に
は
『
朝
鮮
農
会
報
』
な
ど
朝
鮮
農
業
関
係
の
資

料
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
熊
本
か
ら
日
帰
り
で
訪
問
で
き
る
こ
と
も
あ
っ
て
頻
繁
に
利
用
し
た
。
図
書
館
は
箱

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
農
学
部
の
一
角
に
あ
る
。
九
州
大
学
農
学
部
は
、
本
田
幸
介
が
初
代
学
部
長
を
務
め
た
ほ
か
、
大
工

原
銀
太
郎
、
加
藤
茂
苞
な
ど
植
民
地
朝
鮮
と
深
い
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
た
。
敷
地
内
に
は
農
学
部
実
験
室
（
一
九
二

一
年
竣
工
）
や
農
学
部
附
属
演
習
林
本
部
（
現
熱
帯
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
三
一
年
竣
工
）
な
ど
歴
史
的
建
築
物
が
い

ま
も
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
調
査
に
疲
れ
て
図
書
館
の
周
り
を
散
歩
す
る
と
、
か
つ
て
本
田
幸
介
た
ち
が
い
た
農

学
部
の
面
影
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
を
ま
と
め
上
げ
る
長
く
地
道
な
作
業
の
中
で
、
こ
の
格
別
の
空
間
は
私

の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
（
中
央
図
書
館
は
二
〇
一
八
年
夏
に
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
）。
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さ
て
、
本
書
に
つ
な
が
る
研
究
の
原
点
は
、
朝
鮮
農
会
に
つ
い
て
調
べ
た
卒
業
論
文
（
一
九
九
六
年
一
月
提
出
）
に
さ

か
の
ぼ
る
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
歴
史
物
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、
大
学
で
は
文
学
部
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻
に
進
ん
だ
。

大
学
二
年
の
終
わ
り
か
ら
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
を
探
す
中
で
、「
日
本
史
も
好
き
だ
し
、
中
国
史
も
好
き
だ
し
、
そ
の

間
の
朝
鮮
史
だ
っ
た
ら
両
方
で
き
る
の
で
は
」
と
い
う
か
な
り
安
易
な
発
想
で
、
ま
ず
は
植
民
地
時
代
の
朝
鮮
を
研
究

対
象
に
定
め
た
。
当
時
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
い
時
代
で
あ
る
。
図
書
館

の
カ
ー
ド
を
め
く
り
、
本
や
論
文
を
数
点
読
ん
で
み
た
も
の
の
、
自
分
の
気
持
ち
に
引
っ
か
か
る
よ
う
な
具
体
的
な

テ
ー
マ
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

大
学
時
代
で
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
大
阪
市
立
大
学
に
お
勤
め
だ
っ
た
北
村
秀
人
先
生
と
の
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
授
業
で
あ
る
。
内
容
は
、
高
麗
史
に
関
す
る
漢
文
史
料
（
そ
れ
も
先
生
の
手
書
き
）
を
講
読
す
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
い
ま
振
り
返
っ
て
み
る
と
史
料
の
意
味
を
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
狭

い
文
学
部
の
ゼ
ミ
室
で
窓
か
ら
陽
射
し
が
差
し
込
む
中
、
先
生
と
二
人
で
史
料
と
向
き
合
う
と
い
う
あ
の
時
間
は
、
私

の
中
に
鮮
明
な
記
憶
と
し
て
焼
き
つ
い
て
い
る
。

　

ま
も
な
く
私
は
、
北
村
先
生
と
の
雑
談
や
大
阪
・
鶴
橋
に
あ
っ
た
韓
国
関
係
の
専
門
書
店
で
の
立
ち
読
み
か
ら
、
青

丘
文
庫
の
存
在
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

　

青
丘
文
庫
は
、
神
戸
市
長
田
区
で
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
工
場
を
経
営
し
て
お
ら
れ
た
在
日
一
世
の
韓ハ

ン

晳ソ
ッ

曦キ

さ
ん
が
、

私
財
を
投
じ
て
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
四
）
に
開
設
さ
れ
た
朝
鮮
関
係
専
門
の
図
書
館
で
あ
る
。
最
初
は
長
田
の
工
場

ビ
ル
内
に
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
私
が
訪
ね
た
頃
は
須
磨
寺
近
く
の
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
フ
ロ
ア
に
移
転
し
て
い
た
。

　

初
め
て
青
丘
文
庫
を
訪
問
し
た
時
の
こ
と
、
た
だ
黙
っ
て
少
し
窮
屈
な
書
棚
の
間
を
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
私
の
様
子
を
見

て
、
韓
さ
ん
が
「
何
の
本
を
探
し
て
ん
の
？
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
私
が
「
植
民
地
時
代
の
朝
鮮
の
農
業
と
か
で
卒
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あ と が き

論
を
書
こ
う
か
と
…
…
」
と
答
え
る
と
、
す
ぐ
に
「
そ
こ
の
本
見
て
た
ら
何
か
出
て
く
る
わ
」
と
『
朝
鮮
農
会
報
』

（
韓
国
・
以
文
社
影
印
版
）
を
指
差
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
か
ら
私
は
朝
鮮
農
会
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
青
丘
文

庫
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
神
戸
市
立
中
央
図
書
館
に
寄
贈
・
移
転
さ
れ
た
）。

　

こ
れ
以
降
、
私
は
大
学
院
に
進
学
し
、
修
士
課
程
・
博
士
課
程
で
も
朝
鮮
農
会
の
研
究
を
続
け
た
。
し
か
し
、
朝
鮮

農
会
と
い
う
研
究
テ
ー
マ
は
、
率
直
に
い
っ
て
自
分
の
力
量
を
わ
き
ま
え
ず
に
選
ん
で
し
ま
っ
た
相
当
に
困
難
な
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
農
会
発
行
の
機
関
紙
『
朝
鮮
農
会
報
』
を
開
い
て
も
、
記
事
は
農
業
技
術
関
係
が
中
心
で
、
随
所

に
見
ら
れ
る
作
物
・
家
畜
・
害
虫
・
農
具
な
ど
の
挿
絵
や
写
真
は
眺
め
る
分
に
は
楽
し
い
け
れ
ど
も
、
完
全
な
文
系
人

間
で
史
学
科
出
身
の
私
に
は
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
農
会
な
る
団
体
が
何
を
目
的
と
し

た
ど
う
い
う
組
織
な
の
か
す
ら
、
曖
昧
模
糊
と
し
て
は
っ
き
り
と
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
博
士
論
文
の
準
備
に

と
り
か
か
る
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
）
頃
ま
で
暗
中
模
索
の
状
態
に
陥
っ
た
。

　

こ
の
間
、
私
は
青
丘
文
庫
を
拠
点
に
開
催
さ
れ
て
い
た
朝
鮮
民
族
運
動
史
研
究
会
、
つ
い
で
朝
鮮
史
研
究
会
関
西
部

会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
朝
鮮
史
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
に
出
会
い
、
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
。
特
に
、

当
時
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
お
ら
れ
た
水
野
直
樹
先
生
に
は
、『
京
城
日
報
』
な
ど
の
資
料
を
自
由
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
朝
鮮
史
の
研
究
・
調
査
方
法
の
基
礎
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
研
究
の
方
向
性
が
皆
目
つ
か

め
な
か
っ
た
あ
の
時
期
に
、
朝
鮮
農
会
に
関
す
る
学
術
論
文
を
な
ん
と
か
発
表
で
き
た
の
は
、
水
野
先
生
の
抑
制
の
き

い
た
指
導
と
助
言
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

　

自
ら
の
研
究
に
よ
う
や
く
光
を
見
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
二
年
間
に
わ
た
る
韓
国
留
学
生
活
と
関
西
農
業

史
研
究
会
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

　

私
は
、
二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
）
二
月
末
か
ら
韓
国
・
ソ
ウ
ル
に
あ
る
延
世
大
学
校
大
学
院
史
学
科
に
留
学
し
た
。
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韓
国
で
の
留
学
生
活
は
、
環
境
・
文
化
の
違
い
も
あ
っ
て
苦
労
の
多
い
毎
日
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
史
学
科
の
ゼ
ミ
や

講
義
は
、
運
営
方
法
や
雰
囲
気
が
日
本
と
全
く
異
な
り
、
戸
惑
い
を
覚
え
た
。
そ
の
一
方
で
、
ソ
ウ
ル
や
地
方
の
公
共

図
書
館
・
大
学
図
書
館
に
出
か
け
て
は
朝
鮮
農
業
に
関
す
る
資
料
を
手
当
た
り
次
第
に
集
め
た
こ
と
、
そ
し
て
、
か
つ

て
の
総
督
府
農
事
試
験
場
や
水
原
高
等
農
林
学
校
、
地
方
の
農
業
学
校
を
訪
ね
歩
い
た
こ
と
で
、
本
書
へ
と
つ
な
が
る

数
々
の
研
究
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

も
う
一
つ
の
関
西
農
業
史
研
究
会
と
の
出
会
い
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
偶
然
の
つ
な
が
り
か
ら
で
あ
る
。

　

大
学
院
時
代
の
指
導
教
授
で
あ
る
森
紀
子
先
生
は
、
朝
鮮
史
で
は
な
く
主
に
中
国
近
世
思
想
史
が
ご
専
門
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
に
と
っ
て
は
逆
に
そ
れ
が
幸
運
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
悪
戦
苦
闘
す
る
私
に
先
生
は
い
つ
も
客
観
的
な

助
言
と
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
つ
づ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
史
料
を
一
言
一
句
丁
寧
に
読
み
込
む
と
い
う
歴
史
学

の
最
も
大
切
な
部
分
は
、
森
先
生
と
過
ご
し
た
長
い
時
間
の
中
で
吸
収
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
森
先
生
が
、
大
学
の
教
員
向
け
食
堂
で
知
り
合
わ
れ
た
の
が
、
農
学
部
の
堀
尾
尚
志
先
生
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
朝
鮮
の
農
業
史
で
苦
し
む
私
の
こ
と
が
話
題
に
な
る
日
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
文
学
部
と
農
学
部
が
す
ぐ
隣
同
士

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ほ
ど
な
く
し
て
私
は
森
先
生
の
紹
介
で
堀
尾
先
生
の
研
究
室
を
訪
問
し
た
。
留
学
か
ら
帰
国
直

後
の
二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
）
春
の
こ
と
で
あ
る
。

　

初
め
て
お
会
い
し
た
と
き
、
堀
尾
先
生
は
お
忙
し
く
一
五
分
程
度
し
か
お
話
で
き
な
か
っ
た
が
、
開
口
一
番
、「
歴

史
の
人
は
た
だ
史
料
を
読
ん
で
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
解
釈
を
考
え
る
け
ど
、
農
学
の
知
識
で
見
る
と
こ
う
い
う
解
釈
し
か

で
き
ま
せ
ん
っ
て
す
ぐ
に
分
か
る
ん
だ
よ
ね
」
と
冗
談
っ
ぽ
く
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
先
生
か
ら
す
れ
ば
ご
く
当
た
り
前
の

こ
と
を
話
さ
れ
た
だ
け
だ
が
、
歴
史
学
の
中
で
金
縛
り
状
態
で
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
研
究
の
新
し
い
地
平
に
気
づ

か
せ
て
い
た
だ
い
た
奇
跡
的
な
瞬
間
だ
っ
た
。
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あ と が き

　

そ
の
後
、
堀
尾
先
生
の
紹
介
で
関
西
農
業
史
研
究
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
歴
史
学
し
か
知
ら
な
い
私
に

と
っ
て
、
農
学
の
専
門
的
か
つ
高
度
な
議
論
は
分
か
る
は
ず
も
な
く
、
研
究
会
で
は
ひ
た
す
ら
耳
学
問
に
徹
し
た
。
た

だ
次
第
に
日
本
農
業
史
や
農
業
技
術
の
話
が
何
と
な
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
私
は
徐
々
に
朝
鮮
史
の
枠

組
み
・
常
識
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
博
士
論
文
で
は
、
日
本
と
朝
鮮
を
横
断
的
に
分
析
す
る
勧
農
政

策
の
視
点
か
ら
朝
鮮
植
民
地
農
政
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
日
本
農
業
史
を
新
た
に
勉
強
し
た
こ
と
で
、

長
年
雲
の
よ
う
に
つ
か
め
な
か
っ
た
朝
鮮
農
会
も
、
博
士
論
文
の
中
に
よ
う
や
く
居
場
所
を
見
つ
け
た
。

　

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
）
よ
り
就
職
し
た
熊
本
学
園
大
学
で
は
、
良
好
な
研
究
環
境
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
。

所
属
す
る
外
国
語
学
部
東
ア
ジ
ア
学
科
に
は
、
中
国
・
台
湾
・
韓
国
の
言
語
・
文
学
・
地
域
研
究
の
専
門
教
員
が
同
居

し
て
お
り
、
絶
え
ず
新
鮮
な
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
学
科
の
学
生
た
ち
は
素
直
で
人
懐
っ

こ
く
、
そ
れ
で
い
て
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。
彼
ら
と
話
す
と
、
全
く
新
し
い
感
覚
で
韓
国
・
朝
鮮
を
見
つ
め
る
次
の
世

代
が
確
実
に
育
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

　

熊
本
に
移
っ
て
か
ら
も
、
博
士
論
文
の
延
長
線
上
で
研
究
を
続
け
た
。
博
士
論
文
を
書
き
上
げ
た
も
の
の
、
私
の
中

で
十
分
な
達
成
感
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
ん
な
気
配
を
察
し
た
の
か
、
一
四
年
春
に
大
阪
経
済
大
学
の

徳
永
光
俊
先
生
か
ら
、
研
究
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
る
こ
と
を
強
く
勧
め
ら
れ
た
。
以
降
、
関
西
農
業
史
研
究
会
で
報

告
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
本
全
体
の
構
想
か
ら
細
部
の
考
察
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
最

終
的
に
本
書
の
出
版
は
、
徳
永
先
生
か
ら
思
文
閣
出
版
へ
ご
推
薦
い
た
だ
く
こ
と
で
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
書
の
内
容
の
一
部
は
、
二
〇
〇
九
～
一
一
年
度
（
平
成
二
一
～
二
三
）
科
研
費
（
若
手
研
究
Ｂ
）（
課
題
番
号

21780215

）
お
よ
び
二
〇
一
三
～
一
五
年
度
（
平
成
二
五
～
二
七
）
科
研
費
（
基
盤
研
究
Ｃ
）（
課
題
番
号25450351

）
の
助

成
を
受
け
た
研
究
成
果
で
あ
る
。
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ま
た
、
本
書
の
刊
行
に
当
た
り
、
熊
本
学
園
大
学
出
版
会
の
助
成
を
受
け
た
こ
と
を
付
記
し
て
謝
意
に
代
え
る
。

　

本
書
は
、
思
文
閣
出
版
新
刊
事
業
部
の
田
中
峰
人
編
集
長
と
井
上
理
恵
子
さ
ん
に
編
集
・
校
正
を
担
当
し
て
い
た
だ

い
た
。
お
二
人
か
ら
の
的
確
な
指
導
や
助
言
、
ま
た
さ
り
げ
な
い
励
ま
し
な
く
し
て
は
本
書
は
完
成
し
な
か
っ
た
。
一

つ
の
本
を
作
り
上
げ
る
幸
福
な
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
お
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
日
ま
で
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
後
に
私
事
な
が
ら
、
両
親
に
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
贈
り
ま
す
。
私
が
農
業
と
技
術
に
興
味
を
も
っ
た
の
は
、

幼
少
期
の
夏
休
み
に
過
ご
し
た
田
舎
で
の
経
験
と
両
親
の
仕
事
す
る
姿
に
影
響
を
受
け
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、

い
つ
も
明
る
く
大
阪
の
空
気
で
私
を
支
え
て
く
れ
る
妻
幸
江
に
感
謝
し
た
い
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

　
　
　

二
〇
一
八
年
六
月　

熊
本
に
て

�

圡
井
浩
嗣　
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